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◆ シャッター破壊訓練 ◆ 
 
朝夕が一層冷え込む季節となってきた 11 月 17

日、私達は文化シャッター株式会社様の協力の下、

エンジンカッターを用いたシャッターの破壊訓練

及び放水によるシャッターの水圧開錠訓練を実施

しました。  
破壊訓練では、エンジンカッターの刃がシャッタ

ーを切るたびに生じる大量の火花におびえつつも、

屋内侵入に有効な大きさの開口部を作ることが出

来ました。 
また、放水による水圧開錠訓練では、なかなか開

錠できない学生もいましたが、それぞれコツを教え

ていただき、訓練を進めることが出来ました。 
 これらの訓練は普段では経験できない貴重なも

のであり、この訓練を実施するにあたり準備をして

くださいました文化シャッター株式会社様に感謝

し、ここで学んだことをしっかりと身に付けたいと

思いました。 
 
 

◆ 消防活動訓練 ◆ 
 

 12 月 1 日に消防活動訓練の効果測定（基本放水隊形）を実施しました。これまで、指揮

者、１番員、２番員、３番員、４番員の動きをスムーズに行えるよう、繰り返し訓練をして

きました。また、ホースに水をのせて放水することで、より実際の火災現場に近い状況を想

定した訓練も行いました。訓練当初は隊員同士の動きが合わず、思うように放水隊形をつく

ることが出来ずに放水までに時間がかかっていました。しかし、お互いに声を掛け合い、意

見を出し合った結果、少しずつ操作や動きが上達していき、それが時間の短縮につながって

いきました。 
 今後の消防活動訓練では、ホースバッグ、ホースカーによる延長や上層階へのホース展長、

実火災想定訓練など、さらに応用力の試される訓練が始まります。基本放水隊形で学んだこ

とを生かし、これからも全力で訓練に取り組んでいきます。 
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